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私は数年前に，パリ市内のロダン美術館に
行ったことがある。元々は，18 世紀に建て
られたロココ様式の美しい館だったが，
20世紀初めにはアパルトマンとなり，オー
ギュスト・ロダンが気に入って晩年のアトリ
エ兼住居とした。フランス政府がその地所を
買い上げるときに，ロダンが自分の作品と美
術コレクションを遺贈することで，国立の美
術館として生まれ変わった。ゴッホの代表作
である《タンギー爺さん》も，その代表的な
コレクションだ。
数々の見事なブロンズ像や塑像の中で，今
なお忘れられない作品がある。《大聖堂 La

Cathédrale》と名づけられた高さ 60 cmほどの
石灰石の彫像だ。一見するとアルブレヒト・
デューラーの《祈る手》を大きくしたように
見える。しかし，手のひらの間が妙に空いて
おり，手首より下が交差している。気づけば，
どちらの手も右手なのだ。二人の右手どうし
が交錯して，ちょうど触れ合う瞬間を活写し
たようでもある。
男女の手なら，なぜそこまで大きくしたの
か。そもそも，なぜ「大聖堂」というタイト
ルなのか，と次々と疑問が湧く。たとえば
ノートルダム大聖堂を正面から見ると，一対
の塔が目を引くが，その形を巨大な手で模し
たのではないか。そして，二つの手の隙間に
祈りの空間があり，交差する腕は，ゴシック

建築の天井にある交差アーチを連想させる。
あえて祈りの手のような左右対称の形にしな
いことで，この世の危うい不均衡を表した
かったのかもしれない……。
《大聖堂》はロダン晩年の傑作で，手だけを
切り取った一連の作品の到達点である。同時
期のロダンの作品では，《神の手》は右手で，
《悪魔の手》は左手で表されていた。すると，
祈りの象徴としては，両方とも右手でなくて
はならないわけだ。
ところで，「ノートルダム Notre-Dame」は

フランス語で『わが貴婦人』という意味で，
聖母マリアのことを指す。すると《大聖堂》
は，マリアの手を意味するかもしれない。し
かし，二つの右手は別人のものだから，もう
一人必要だ。聖母マリアと言えば「受胎告
知」。その任を担ったガブリエルは，大天使
の中で唯一の女性だと言われている。もしか
すると，その二人とは，マリアとガブリエル
なのではないか。たしかに絵画では，レオナ
ルド・ダ・ヴィンチの傑作をはじめ，受胎告
知の場面が二人の女性だけで描かれているこ
とが多い。手指のわずかな触れ合いは，そう
した奇跡の共有かもしれない……。
さて，今月の特集は「脳神経内科と睡眠医
学」である。以上は私の空想だが，睡眠中の
夢は人間の優れた想像力の表れなのだろう。

（酒井邦嘉）
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